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概要 

沿岸域や陸域から海底に高セルロース有機物が供給されると、その分解者である微生物が増殖
し、付近のセルロース分解酵素活性が高まることが想定される。また、渦鞭毛藻類にはセルロ
ースでできた殻を持つ種がおり、生活史において海底と密接に関係した段階を経る。本研究で
は、セルロース分解酵素が有殻渦鞭毛藻類の細胞外皮に損傷を与えるのか、またその損傷が増
殖抑制に寄与するのかを明らかにする。 
１．底質中のセルロース分解酵素の分布調査 

大阪府沿岸域で採泥調査（図 1）を行い、セルロース分解酵素の天然環境下における分布を
調べた。 

２．リター分解試験によるセルロース分解酵素の誘導 
夏季に岸に打ち上げられたアマモの草体を回収し、分解試験用に前処理を行った。 

３．セルロース分解酵素による渦鞭毛藻類への影響評価 
セルロース分解酵素添加試験に向けて、対象の渦鞭毛藻類を継代培養し、シスト形成株の選
抜を行った。
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